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（９月７日～２８日） 

 
大
内
久
美
子
県
議
は
一
般
質
問
で
、
東
海

第
２
原
発
の
廃
炉
を
求
め
る
県
民
署
名
や
県

内
市
町
村
議
会
の
半
数
以
上
が
請
願
・
陳
情

を
採
択
し
て
い
る
こ
と
な
ど
、
廃
炉
を
求
め

る
県
内
世
論
の
広
が
り
を
示
し
、
橋
本
知
事

に
「
県
民
の
願
い
に
応
え
廃
炉
の
決
断
を
」

と
提
起
し
ま
し
た
。
 

 
東
海
第
２
原
発
の
ス
ト
レ
ス
テ
ス
ト
の
１

次
評
価
が
国
に
提
出
さ
れ
た
こ
と
に
大
内
県

議
は
「
世
論
に
背
を
向
け
、
再
稼
働
を
前
提

に
し
た
も
の
」
と
批
判
し
ま
し
た
。
 

 
橋
本
知
事
は
東
海
第
２
原
発
の
廃
炉
に
つ

い
て
「
23
万
を
超
え
る
署
名
や
30
キ
ロ
圏
内

に
約
94
万
人
が
居
住
し
、
運
転
開
始
か
ら
33

年
10
ヵ
月
を
経
過
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
勘

案
し
て
判
断
す
る
」
と
答
え
ま
し
た
。 

 
東
海
村
が
子
ど
も
の
甲
状
腺
検
査
の
実
施

を
決
め
、
牛
久
市
、
竜
ヶ
崎
市
で
も
独
自
の

対
策
に
踏
み
出
し
て
い
ま
す
。
 

 
大
内
県
議
は
健
康
影
響
調
査
を
望
む
声
は

ま
す
ま
す
広
が
っ
て
い
る
と
の
べ
、
改
め
て

県
独
自
の
実
施
を
求
め
ま
し
た
。
橋
本
知
事

は
「
国
の
適
切
な
対
応
を
求
め
て
い
く
」
と

答
え
ま
し
た
。 

 
大
内
県
議
は
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転

換
は
、
中
小
企
業
へ
の
仕
事
を
つ
く
り
、
地

域
経
済
へ
の
波
及
効
果
も
大
き
い
と
の
べ
、

太
陽
光
や
風
力
、
小
水
力
、
バ
イ
オ
マ
ス
な

ど
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
に
取
り
組
む
中
小

企
業
や
市
町
村
へ
の
支
援
を
提
起
。
県
独
自

で
も
「
原
発
ゼ
ロ
」
を
前
提
に
導
入
目
標
を

決
め
、
具
体
化
を
求
め
ま
し
た
。
 

 
中
央
児
童
相
談
所
と
一
時

保
護
所
が
水
戸
市
水
府
町
に

完
成
し
ま
し
た
。
２
階
建
て

で
１
階
が
一
時
保
護
所
、
２

階
が
児
童
相
談
所
で
す
。
 

 
一
時
保
護
所
は
、
虐
待
を

受
け
た
児
童
な
ど
を
一
時
保

護
す
る
県
内
唯
一
の
施
設
で

す
。
新
施
設
は
男
女
別
の
居

室
や
遊
戯
室
、
学
習
室
が
設

け
ら
れ
、
入
所
児
童
の
生
活

環
境
は
大
幅
に
改
善
さ
れ
ま

し
た
。
 

 
三
の
丸
１
丁
目
に
あ
っ
た

以
前
の
一
時
保
護
所
は
、
築

50
年
以
上
で
老
朽
化
が
著
し

く
、
大
内
県
議
は
、
連
携
が

必
要
な
児
童
相
談
所
と
一
体

的
に
建
て
替
え
る
よ
う
再
三

求
め
て
き
ま
し
た
。 

●大内県議の一般質問（９月19日）、予算特別委員会での質疑（９月26日）の

録画中継を茨城県議会のホームページでご覧いただけます。 

 
東
海
第
二
原
発
の
事
業
者
、
日
本
原
子
力
発
電

（
株
）
の
茨
城
事
務
所
（
開
発
公
社
ビ
ル
内
）
前

で
、
毎
週
金
曜
日
の
夕
方
、
集
会
が
開
か
れ
、
私
も

参
加
し
て
い
ま
す
。
「
再
稼
働
反
対
」
「
子
ど
も
を

守
れ
」
「
原
発
は
廃
炉
」
と
、
夜
空
に
訴
え
が
響
き

ま
す
。
 

 
福
島
か
ら
避
難
し
て
い
る
女
性
が
「
電
気
は
足
り

て
る
。
足
り
な
い
の
は
子
ど
も
へ
の
愛
」
と
、
プ
ラ

カ
ー
ド
を
掲
げ
、
共

感
を
よ
び
ま
し
た
。
 

 
福
島
原
発
事
故
か

ら
一
年
七
ヶ
月
、
今

で
も
十
六
万
人
が
避

難
生
活
を
送
っ
て
い

ま
す
。
故
郷
、
仕
事
が
奪
わ
れ
、
家
族
が
一
緒
に
住

め
な
い
な
ど
、
先
の
見
え
な
い
苦
し
み
を
背
負
っ
て

い
る
の
で
す
。
 

 
人
間
社
会
と
原
発
は
共
存
で
き
な
い
こ
と
は
、
明

ら
か
で
す
。
「
即
時
原
発
ゼ
ロ
」
を
決
断
し
、
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
大
転
換
が
課
題
で
す
。
私
は
、
知

事
に
廃
炉
の
意
見
表
明
を
繰
り
返
し
求
め
て
い
ま
す

が
、
い
ま
だ
に
は
っ
き
り
表
明
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
 

 
常
陸
那
珂
港
な
ど
の
大
型
開
発
事
業
を
見
直
し
、

少
人
数
学
級
や
子
ど
も
の
医
療
費
無
料
化
、
介
護
や

国
保
の
改
善
な
ど
、
今
議
会
で
も
提
案
し
て
き
ま
し

た
。
 

 
「
住
民
の
福
祉
の
向
上
」
が
地
方
自
治
体
の
仕
事

で
す
。
こ
の
原
点
に
立
っ
て
、
原
発
や
開
発
事
業
を

見
直
す
こ
と
こ
そ
、
愛
が
あ
り
、
希
望
が
も
て
る
地

域
経
済
再
建
へ
の
道
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

 
放
射
性
物
質
に
汚
染
さ
れ
た
県
内
の
焼
却
灰

な
ど
の
「
指
定
廃
棄
物
」
の
最
終
処
分
場
の
候

補
地
に
国
は
高
萩
市
の
国
有
林
を
選
定
し
ま
し

た
。
大
内
県
議
は
９
月
28
日
、
泉
県
生
活
環

境
部
長
に
、
建
設

は
地
元
自
治
体
と

住
民
合
意
を
前
提

に
す
る
よ
う
申
し

入
れ
ま
し
た
。 

県
生
活
環
境
部
長

に

申

し

入

れ

る

（
左

か

ら
）
大

内

県
議
、
田
谷
党
県

委
員
長
ら
（
９
月
28

日
、
県
庁
） 

完成した中央児童相談所・一時

保護所を視察（10月11日） 
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高
す
ぎ
る
国
民
健
康
保
険
税
が
大
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
水
戸
市
の
場
合
、
年
所
得

２
０
０
万
円
４
人
家
族
で
、
33
万
７
千
円

と
、
所
得
の
17
％
に
あ
た
り
ま
す
。
 

 
大
内
県
議
は
、
国
民
健
康
保
険
は
、
国
民

に
医
療
を
保
障
す
る
社
会
保
障
制
度
で
あ
る

こ
と
を
強
調
し
、
滞
納
世
帯
へ
の
短
期
保
険

証
や
資
格
証
明
書
の
発
行
は
や
め
、
減
免
制

度
の
積
極
的
活
用
を
求
め
ま
し
た
。
 

 
巨
費
を
投
じ
て
建
設
さ
れ
た
公
共
ふ
頭
が

い
ま
大
企
業
の
〝
専
用
積
み
出
し
港
〞
に
―

―
大
内
県
議
は
予
算
特
別
委
員
会
で
、
常
陸

那
珂
港
区
の
現
状
を
明
ら
か
に
し
、
一
部
の

輸
出
大
企
業
の
利
益
を
優
先
す
る
県
政
で
い

い
の
か
、
橋
本
知
事
の
姿
勢
を
た
だ
し
ま
し

た
。 

日立建機、コマツ両社が製造した大型建設機械で埋め尽くされている

常陸那珂港区北ふ頭（９月５日撮影） 

 
常
陸
那
珂
港
区
全
体
の
事
業
費
は
６
８
０
０
億
円
。
す

で
に
３
３
４
０
億
円
が
投
入
さ
れ
、
さ
ら
に
３
４
６
０
億

円
を
か
け
る
大
事
業
で
す
。
 

 
大
内
県
議
は
「
大
型
建
設
機
械
の
ブ
ー
ム
は
い
つ
ま
で

続
く
の
か
」
と
の
べ
、
中
央
、
南
ふ
頭
建
設
計
画
は
見
直

す
よ
う
求
め
ま
し
た
。
橋
本
知
事
は
「
常
陸
那
珂
港
は
地

域
の
発
展
に
貢
献
し
て
く
れ
る
と
思
う
」
と
の
べ
、
引
き

続
き
推
進
す
る
考
え
を
示
し
ま
し
た
。 

 
大
内
県
議
は
、
今
、
優
先
す
べ
き
は
中
小
企
業
の
振
興

に
つ
な
が
り
、
県
民
が
必
要
と
し
て
い
る
生
活
に
密
着
し

た
公
共
事
業
と
指
摘
。
小
中
学
校
の
耐
震
化
や
老
朽
化
が

進
ん
で
い
る
県
立
あ
す
な
ろ
の
郷
な
ど
福
祉
施
設
の
改
築

な
ど
を
提
起
し
ま
し
た
。 

 
子
ど
も
の
人
間
的
成
長
を
保
障
す
る
た
め

の
教
育
条
件
の
整
備
を
提
起
し
ま
し
た
。
そ

の
要
は
少
人
数
学
級
の
拡
充
と
の
べ
、
現
行

の
小
学
１
年
か
ら
４
年
、
中
学
１
年
で
の
少

人
数
学
級
を
速
や
か
に
全
学
年
で
実
施
す
る

よ
う
求
め
ま
し
た
。
教
員
に
「
子
ど
も
と
向

き
合
う
時
間
の
保
障
を
」
と
強
調
し
、
教
員

の
増
員
、
臨
時
講
師
の
正
職
員
化
を
要
求
。

「
い
じ
め
の
早
期
発
見
も
大
規
模
校
ほ
ど
課

題
を
抱
え
て
い
る
」
と
の
べ
、
小
中
学
校
の

統
廃
合
計
画
の
見
直
し
を
求
め
ま
し
た
。 

し
た
。
大
内
県
議
は
介
護
現
場
の
声
を
紹
介

し
、
必
要
な
介
護
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
報
酬

引
き
下
げ
の
撤
回
を
国
に
働
き
か
け
る
よ
う

求
め
ま
し
た
。
 

 
さ
ら
に
入
所
希
望
者
が
６
千
人
を
超
え
て

い
る
特
養
ホ
ー
ム
の
計
画
的
整
備
、
保
険

料
、
利
用
料
の
県
独
自
の
減
免
制
度
を
提
起

し
ま
し
た
。 

 
本
年
４
月
に
保
険
料
を
22
％
も
値
上
げ
す

る
一
方
で
、
ヘ
ル
パ
ー
の
生
活
援
助
の
時
間

を
短
縮
し
、
介
護
報
酬
も
引
き
下
げ
ら
れ
ま

 
本
県
の
国
保
税
滞
納
の
差
し
押
さ
え
額
は

09
年
度
46
億
円
と
全
国
２
番
目
に
多
く
、

大
内
県
議
は
、
「
収
納
対
策
の
強
化
」
に
乗

り
出
す
の
で
は
な
く
、
滞
納
せ
ざ
る
を
得
な

く
な
っ
た
人
に
は
、
実
態
を
よ
く
聞
き
、
生

欠員補充のための 

臨時講師 
 （2012年５月１日現在） 

人口が少ない選挙区の方が

定数が多い「逆転現象」 

常
陸
那
珂
港
区
の
今
を

パ
ネ
ル
を
使
っ
て
質
問

す
る
大
内
県
議
（
９
月
26

日
・
予
算
特
別
委
員
会
） 

活
再
建
な
ど
親
身
な
相
談
・
収
納
活
動
へ
の

転
換
を
求
め
ま
し
た
。 

小学校 

中学校 

高 校 
特別 

支援学校 

  ５６６人 

  ４９０人 

  ２８６人 
 

  ２８２人 

合 計 １，６２４人 

欠員補充：定員に欠員

が生じ、本来正規の教

員を配置すべきところ

を臨時講師で補充する

こと。 

 
県
議
会
定
数
と
選
挙
区
割
り
の
見

直
し
を
論
議
す
る
各
会
派
代
表
に
よ

る
検
討
会
議
は
９
月
28
日
、
区
割
り

を
「
１
増
３
減
」
に
す
る
自
民
党
案

を
、
自
民
党
委
員
だ
け
の
賛
成
で
強

行
決
定
し
ま
し
た
。
 

 
「
１
増
３
減
」
は
、
定
数
を
２
減

の
63

（
現
行
65

）
と
し
、
水
戸
市

区
（
現
行
定
数
７
）
と
筑
西
市
区

（
同
３
）
を
各
１
減
▽
東
茨
城
郡
南

部
（
同
２
）
か
ら
大
洗
町
を
分
離
し

て
１
減
▽
鉾
田
市
区
（
同
１
）
に
大

洗
町
を
合
区
し
て
１
増
と
す
る
も

の
。
１
票
の
格
差
は
２
・
68
倍
と
な

り
依
然
と
し
て
２
倍
以
上
、
１
人
区

も
22

選
挙
区
を
残
し
、
「
逆
転
現

象
」
（表
）も
増
加
し
ま
し
た
。
 

 
大
内
県
議
は
、
自
民
党
案
を
強
行

決
定
す
る
一
方
的
な
運
営
に
抗
議
し

欠
席
し
ま
し
た
。
現
行
定
数
を
基
本

に
、
１
人
区
を
な
く
し
、
１
票
の
格

差
を
１
対
２
未
満
に
是
正
す
る
よ
う

提
案
し
て
き
ま
し
た
。
 

※人口は平成22年国勢調査 

定数５ 日立市 
    （193,129人） 

 定数４ つくば市 

     （214,590人） 

定数２ 石岡市 
     （79,687人） 

   常陸太田市 

    （76,323人） 

    笠間市 
     （79,409人） 

    鉾田市 
     （68,484人） 

 定数１ 牛久市 
      （81,684人） 

     龍ヶ崎市 

      （80,334人） 


